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流星電波観測について流星電波観測について

メリット

デメリット

流星が発光した際に周辺の電子濃度が
上昇し，その上昇したポイントで超短波帯
の電波が反射されることを利用した観測
方法

・悪天候・昼夜関係なく観測が可能
・自動観測による長期観測が可能

・輻射点が地平線下に沈んだ後は観測ができない
・群判定ができない



1. はじめに
2001年のしし座流星群は大きな期待が寄せられた

しし座流星群の活動

モニター 情報発信重要

天候にも左右されず・昼夜一貫してモニターできる方法は？

流星の電波観測
(Radio Meteor Observation)

国際プロジェクトによって，輻射点高度も気にせずにモニターできる



国内74地点

HRO
53.750MHz

: 送信局
(福井高専)

FRO
76-90MHz

0 300km

２．　2001年しし座流星群電波観測プロジェクト



14ヵ国17地点
50-70MHz
70-100MHz
>100MHz
不明

世界15ヵ国91地点！！



３. 結果
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４. 日本における流星電波観測では・・・

しし座流星群の極大2時間前

極大の頃
流星エコーを分離できない

2001年日本でもしし座流星群の活発な活動を観測した



５. 今回の研究目的
１．薄明以降の観測データはやはり電波観測！
・・・ただし，カウント不能状態は長かった…。

新たな指標でデータを解析する必要がある

３．眼視観測との比較
・11月16日早朝・18日早朝の活動の様子
・明るい流星の変動
・薄明中の活動

２．短時間解析による微細変動の観測
・通常電波観測は1時間毎の報告が多い
・短時間で解析して微細変動を捕らえる



６. 飽和時間帯の解決策 “Reflection Time”

カウントが不可能な状態

一定レベル以上の強度を持つ
エコーの総時間を計算

Reflection Time

今回は10dB，20dB，30dB，40dBを基準とする

　10dBは受信電力10^(-15)～10^(-16)Wに相当　(流星観測ガイドブックより)



ペルセウス座流星群(2001)における眼視とReflection Timeの比較

眼視観測(ZHR by NMS)



７. 結果 (その１)

20dB

30dB
ほぼ一定・・・

半値幅：
　-90分/+100分

18:20-30（UT)

21:20-30（UT)
半値幅：
　-45分/+40分

明るい流星

通常の流星



７. 結果 (その２)

11月16日早朝から18日早朝にかけての明るい流星エコーの変化

15/16日UT

16/17日UT

17/18日UT



８. 考察
１. 明らかなメインピークとサブピーク

１８：２０～１８：３０UT
２１：２０－２１：３０UT

ピーク時刻 半値幅
－９０分／＋１００分
－４５分／＋　４０分

半値幅から求めた実距離
９．６８±０．９６×１０^４　ｋｍ
４．６３±１．０１×１０^４　ｋｍ

上段：メインピーク
下段：サブピーク

予報との照合
４公転トレイルと９公転トレイルの複合
予想されていないトレイルとの遭遇



９. 考察
２. ほぼ一定であった火球成分
・３０ｄＢ以上のReflection Timeは，ほぼ一定

・時折あるピークは火球出現によるものと考えられる

火球成分はメイン・サブピークの要素には含まれない

火球成分はメイン・サブピーク
とは別要素として存在した



１０. 考察
３. 16日と18日の早朝は17日早朝に比べると活発

Reflection Timeのピーク　（１５：００～２０：００UT）

１６日早朝

１７日早朝

１８日早朝

１６：２８，１６：３７，１７：０２，１７：２６，１７：５６
１８：１４，１８：４４，１８：５２，１９：３３

１８：５５，１９：１４，１９：２４

１６：０７，１７：１４，１８：１０，１９：０４，１９：３８
１９：４６，１９：５０

１６日早朝と１８日早朝は
　　　未知のダストトレイルとの遭遇が考えられる．．．



１１. まとめ

・アジア・オーストラリアピークは，ダブルピーク
　→18日18:20-18:30UTのピークと21:20-21:30UT

・未知のダストトレイルとの遭遇が見られた
　→18日21:20-21:30(UT)　のピーク
　→15日UTおよび17日UTの火球が比較的多い夜

・ピークは３つのコンポーネントで成り立っている
　→18日18:20-21:30(UT)　のピーク
　→18日21:20-21:30(UT)　のピーク
　→火球のような明るい流星を豊富に含むコンポーネント



１２. 今後の課題

１．Reflection Timeのさらなる検証

２．時間精度の向上による火球出現時刻の特定
・流星電波観測による火球パトロール
・昼間火球の出現時刻の特定

３．短時間解析による詳細な流星数変動を見る

・現行のカウント集計に変わる方法となるか
・物理的にどこまで意味があるのか

・今回の解析では有効な結果が得られなかった
・解析方法などの工夫がさらに必要



流星電波観測国際プロジェクト2002
The International Project for Radio Meteor Observation

☆しし座流星群2002

観測協定期間
　　　・・・11月1日～25日

ライブ・速報開始
　　　・・・11月14日～

・天候や輻射点，昼夜関係なく常に流星群をモニターする
・流星群活動の全体を捕らえると共に，細かな活動変動を捕らえる
・リアルタイムでの情報発信



現在19ヶ国77地点
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